
公表日：2023年　2月　　24日 事業所名：：KID ACADEMY尼崎校

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

スペースは十分確保しており、お子様の活
動によってエリアを分けるようにしておりま
す。

2 職員の適切な配置

人員配置につきましては、法令を遵守してお
り、有資格者（保育士・心理士・児童指導員
など）を配置しております。また、研修中の指
導員も考慮しながら配置しております。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

事業所内で来所時と帰りの準備や過ごし方
などのルールがあり、決まりを自ら進んで行
えるよう指導員の声掛けなどの支援を行っ
ている。教室内は段差などが無く、フラットに
整備されている。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

日々清掃・消毒を徹底し、お子様が健康・安
全に過ごすことが出来るように配慮していま
す。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

お子様へのカリキュラムやフリーの時間が
充実するよう、職員が働きやすいよう、職員
同士が意見を出し合って、業務を分担する
など工夫しております。日々の朝礼時のMT
とは別に各年齢に合わせたMTを行い、年長
児の発達状況や年中児の発達状況など年
齢に合った発達目標を決めています。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

現在は、利用者・社内の二者評価を行って
います。

第三者による外部評価については、現在実
施の予定はありませんが、今後必要に応じ
て実施を検討してまいります。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

入社時に計３回（２１時間）のスタッフ研修を
実施し、その後は支援の質の向上を目指し
た事例検討の場を設けております。オー
ダーメイドのカリキュラムを職員で話し合い、
お子様の今の様子からカリキュラムの進め
方進め方なと日々工夫を重ねております。

引き続き、事例検討を通した研修を継続して
行ってまいります。また、より高い指導スキ
ルをもつ育成者やスーパーバイザーが、職
員のスキルを評価し共に個別支援計画をた
てることにより、指導の質を高め、すべての
職員が日々スキルアップできる仕組みを整
えてまいります。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

定期的にアセスメントを行い個別支援計画
書の更新にあたり、面談等で保護者の方に
お子様の今日の様子や成功体験を交えて
お伝えし、保護者の方のニーズもお聞きした
上で支援につなげております。

引き続き、お子様や保護者様のニーズや課
題の共有を密に行い、更なる支援の向上に
努めてまいります。

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

お子様に必要な力を職員間で共有分析し、
個別カリキュラムと集団カリキュラムを組み
合わせて実施しております。また、集団療育
においても個々のお子様の状況に応じたね
らいを持って取り組んでおります。

お子様の特性や状況により、個別・集団療
育を適宜組み合わせ計画の作成に努めて
まいります。

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

保護者との面談をもとに、お子様の課題を
明確化し職員間で共有し具体的な目標、支
援内容の記載を行っております。

引き続き継続し、より課題やニーズに沿った
計画や内容の記載に努めてまいります。

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

保護者との面談をもとに、個々の課題に合
わせた個別支援計画書を作成したうえで、
職員間で課題を共有し支援の実施に努めて
おります。

引き続き継続し、職員がより専門性を持って
支援に従事してまいります。

5 チーム全体での活動プログラムの立案

職員間で個別・集団それぞれにおいて、お
子様ができるようになったことや現状の小さ
いことでも課題を共有し、カリキュラムの組
み方に活かしております。

引き続き継続し、チーム全体での立案・考案
に努めてまいります。

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

利用時間により一緒に取り組むお友だちが
変わるため、年齢別や課題別カリキュラムを
意識しながら、その日に合わせた最善の組
み方を工夫しております。平日、休日、長期
休暇に合わせて、来所された際のお子様の
体調なども考慮しながら支援するよう努めて
おります。

幼稚園のお休み期間にご利用を増やしたい
等、できるだけ保護者様の希望に添えるよう
検討させて頂きますので、ご相談いただけ
ればと思います。

7
活動プログラムが固定化しないような工夫
の実施

個々のお子様が個別・集団での抱える課題
やニーズに対し、多角的に支援カリキュラム
を設定することで、お子様が飽きずに成功
体験を積み上げ楽しめるよう工夫をし、支援
を行っております。

お子様の課題に添ったプログラムを職員一
同でシェアし、引き続き継続し、支援の質や
アプローチの方法を深めてまいります。

8
支援開始前における職員間でその日の支
援内容や役割分担についての確認の徹底

毎日朝礼を行い、支援改正前に職員が話し
合い、お子様の課題や当日の支援内容、担
当などについて共有したうえで、実際の支援
に従事しております。

日々のお子様のご様子等情報共有に努め、
より良い支援を目指し取り組んでおります。
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9
支援終了後における職員間でその日行わ
れた支援の振り返りと気付いた点などの情
報の共有化

毎日終礼を行い、お子様の様子や緊急性の
ある情報などを細かく共有し記録しておりま
す。また、保護者からの連携事項などは業
務日報に目を通し職員間で共有をしており
ます。

次の支援に活かせるよう、日々の出来事や
お子様のご様子等情報共有に努めておりま
す。保護者様からの些細な情報も職員間で
情報共有し、より良い支援ができるように心
がけてまいります。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

支援内容や課題などを職員間で共有しなが
ら毎日記録として残すように徹底しておりま
す。支援に対して常に振り返り、継続改善な
ど次の支援につながるように努めておりま
す。

引き続き、正確に記録を残していくとともに、
支援の質や懸賞を深め、更なる支援の向上
に努めてまいります。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画
の見直し

半年に一回以上のモニタリングを実施・計画
の見直しを行っております。またモニタリング
を行う際は複数の職員でお子様の様子を話
し合いながら進めております。

継続して、定期的なモニタリングの実施・個
別支援計画の見直しを行ってまいります。

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者
による障害児相談支援事業所のサービス担
当者会議へり参画

計画相談員と連携し、必要に応じて管理責
任者が担当者会議に参加させていただくこ
ともあります。

今後も継続してまいります

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

なし なし

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制の整備

なし なし

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

園訪問などを定期的に行い、送迎時に園の
先生方とも情報共有を行っております。また
毎月お子様の様子のレポートを園に配布
し、共有しております。

今後も同様の機会があった際には、積極的
に支援内容等の共有を行い円滑な移行に
つなげてまいります。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供、

なし

今後、該当するお子様がいらっしゃる際に
は、次の支援につながる情報提供を行い円
滑な移行につなげていきたいと考えておりま
す。

6
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携や、専門機関で
の研修の受講の促進

お子様の状況や課題について主にモニタリ
ングを通じて連携し、情報共有を行っており
ます。

今後も綿密な連携を行っていくとともに、社
内における専門家チームの研修・支援の
フィードバックなどの機会を増やしていきた
いと考えております。

7

児等発達支援の場合の保育所や認定こど
も園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児童
館との交流など、障害のない子どもと活動
する機会の提供

コロナ感染拡大防止の観点もあり、積極的
に実施することが出来ない状況ではありま
す。

コロナ感染拡大に配慮しながらできる交流
の機会を模索してまいりたいと思います。

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

今後検討して行きます。
コロナ感染拡大にも配慮しながら、可能な限
り地域にオープンな事業の運営に努めてま
いります。

1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧
iな説明

支援内容についてはお子様の送迎時や契
約時に、利用者負担については契約時や代
理受領書配布のさいに、児童発達支援管理
者より時間をかけて丁寧に説明させていた
だいております。

ご契約時にご説明させて頂いておりますが、
ご不明な点等ございましたらお気軽にご質
問ください。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

契約時や個人懇談のさいに、保護者の方に
丁寧に説明させていただいております。

個別支援計画の更新時に面談等でご説明さ
せて頂いております。今後は、お子様のニー
ズや課題に応じた具体的な説明に努めてま
いります。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の
支援の実施

二か月に一度の保護者勉強会や懇談時
に、KIDアカデミーのカリキュラムの内容や、
お子様の発達に合わせた家庭での取り組み
などについて、保護者の方と共有させていた
だいております。

保護者勉強会を定期的に行っておりますの
でご参加いただければと思います。ペアレン
ト・トレーニング等は現在は行っておりませ
んが、今後検討して参りたいと思います。

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

毎月のマンスリーレポートで脳科学について
の内容や、お子様の成長、課題、目標など
をお伝えしております。

送迎時にカリキュラムやその日の様子をお
伝えさせて頂いておりますが、今後も、保護
者様とお子様の様子や課題を情報共有でき
るよう努めてまいります。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相
談への適切な対応と必要な助言の実施

送迎時や電話や面談などで、いつでもお話
を伺えるようお声掛けし、職員もお子様の様
子を細やかに確認し、保護者の方から聞い
たことを常に職員間で共有しております。

日々のお悩みや今後の支援等、お気軽にご
相談ください。職員間での話し合いが必要な
場合はミーティング等させて頂きます。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

保護者勉強会の際に情報交換が出来る時
間を設けておりましたが、現在コロナ禍の影
響により交流の機会を設けることが難しい状
況です。

活動されているのかも知れませんが、私
はよく分かりません

今後のコロナ感染状況等を見ながら、保
護者様同士の交流の場や情報共有が出
来る場の提供を検討してまいります。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

苦情やご意見に対する受付対応窓口の案
内を提示しております。また契約時の重要
事項説明書にてもお伝えし、対応できるよう
にしております。

苦情に対して真摯に受け止め、その対応や
原因などを職員一同で話合い、保護者様に
お伝えさせて頂きます。また、フローチャート
を保護者様が分かりやすい場所に掲示させ
て頂きます。
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8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

保護者の方には口頭でお伝えすると共に、
メモに記入して配布したり、相談員や園とも
連携して対応しております。お子様に関して
は、二択の質問や指差しでの意思疎通がは
かれるよう、個々のお子様に合わせて支援
しております。

送迎時等でカリキュラムの内容などを保護
者様にお伝えしています。今後も保護者様と
円滑に情報共有、情報伝達ができるようより
良い方法を検討してまいります。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報についての子ども
や保護者への発信

毎月のマンスリーレポートや、らくれんでの
メール連絡、配布文書を通じて保護者の方
へ情報を発信しております。

毎月、お子様のご様子や取り組み等をマン
スリーレポートにてお知らせさせて頂いてお
ります。引き続き、円滑に情報共有、情報伝
達ができるように努めてまいります。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応
個人情報の書類の棚に鍵を書けて、持ち出
し厳禁を徹底しております。

今後も、守秘義務を順守し、鍵付きキャビ
ネットにて厳重に管理体制を行ってまいりま
す。

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

避難訓練を定期的に行い、緊急時の対応を
シミュレーションし、職員間で共有しておりま
す。緊急時対応マニュアルはいつでも見ら
れるよう配置しております。保護者の方には
契約時に、緊急避難場所や緊急時の連絡
先などを確認しております。

保護者の方に避難訓練を行った報告
を、「マンスリー」などを通じてお知らせし
ていきます。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

避難訓練を定期的に行い、避難場所までの
経路や役割について職員間で共有しており
ます。

避難訓練については、定期的に行っており
ますが、保護者様へ避難訓練の実施につい
て周知ができておらず、申し訳ございませ
ん。今後は、訓練を実施した際には翌月に
マンスリーレポートにて記載するなど、お知
らせさせて頂きます。

3
虐待を防止するための職員研修機の確保
等の適切な対応

虐待防止委員会を設置し、虐待防止研修を
実施しております。定期的に知識を高め、モ
デルケース等で対応を話し合い、虐待防止
に努めております。

虐待防止委員会を設置し、定期的に研修を
行い、虐待防止に努めさせてただいておりま
す。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明・・了解を得た上での児童発達支
援計画又は放課後等デイサービス計画へ
の記載

契約時の重要事項説明書で保護者の方に
説明し、必要に応じて書面で了承を得たうえ
で、支援計画に記載しております。

ご契約時にご説明させて頂いております。ま
たやむを得ず身体拘束を行う場合には、個
別支援計画書への記載を行ってまいりま
す。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

食事の提供は行っておりませんが、契約時
に聞き取りをしております。

飲食物の提供は行っておりませんが、引き
続き、アレルギーのあるお子様もいらっしゃ
いますので、面談時に保護者様から聞き取
りをさせていただいております。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

毎日ヒヤリハットの有無を確認し、発生した
場合は職員間で共有し、対策をし支援につ
なげております。毎月事例をまとめて事業所
間で共有しております。

ヒヤリハットが校内で発生した場合にはその
都度ミーティングを設け、事故につながらな
いよう努めております。他校で発生したヒヤ
リハットも情報共有し、安心安全にご利用い
ただけるように、日々の支援を取り組んまい
ります。

保
護
者
へ
の
説
明
責
・
連
携
支
援

非
常
時
等
の
対
応


